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①　

②　

③　

④　

⑤　⑥　

　

令
和
に
な
っ
て
最
初
の「
山
あ
げ
祭
」が

７
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
ま
で
の
３
日
間
に

か
け
て
烏
山
市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
山
あ
げ
祭
で
は
、当
番
町
の
鍛
冶
町

若
衆
団
を
中
心
に
、市
を
あ
げ
て
真
夏
の
祭

典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、８
万
人
あ
ま
り
の
観

光
客
が
４
５
０
余
年
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
芸

能
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

祭
典
中
は
、台
風
６
号
の
接
近
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、最
終
日
の
朝
一
番
の
野
外
公

演
が
雨
で
中
止
と
な
っ
た
ほ
か
、強
風
の
影

響
に
よ
り
大
山
が
数
回
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
の
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、全
公

演
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

山
あ
げ
祭
の
当
番
を
担
う
６
町
の
筆
頭
世

話
人
や
自
治
会
代
表
者
、
観
光
協
会
、
市
内

金
融
機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
山
あ
げ
祭
実

行
委
員
会
で
は
、
今
年
も
、
案
内
所
や
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
、桟
敷
席
の
運
営
を
は
じ
め
、山

あ
げ
祭
情
報
の
発
信
、駐
車
場
や
食
事
処
の

確
保
な
ど
、お
も
て
な
し
の
充
実
に
向
け
た

様
々
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、熱
く
繰
り
広
げ
ら
れ
た
３

日
間
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

広報なすからすやま  2019.8 2



①絢
けんらん

爛豪華な野外歌舞伎舞踊（山あ
げ会館前にて）　②プロジェクショ
ン演出では幻想的な舞が…　③活気
あふれる若衆　④鬼女に襟髪をつか
まれる　⑤⑬祭りを盛り上げるお囃
子　⑥迫真の演技で魅せる　⑦邪気
を払う金棒曳

ひ

き　⑧無事に山が上が
るかを見守る中山の主任　⑨今年
初めて行われたこども歌舞伎舞踊　
⑩華麗な舞を披露する　⑪踊り子が
通る花道を支える若衆　⑫世話人衆
が大山の立ち上げを見守る　⑭大迫
力の鬼女　⑮木頭の拍子木を合図に
⑯熱気あふれるぶんぬき

⑦　

⑧　⑨　

⑩　⑪　⑫　

⑬　⑭　⑮　

⑯　
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暑
い
、熱
い
、３
日
間

　

前
夜
祭
の
25
日
㈭
に
は
、鍛
冶
町
で「
笠か

さ

揃ぞ
ろ
え」と
い
わ
れ
る
宵
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
５
時
、鍛
冶
町
会
所
で「
会
所
開
き
」が

行
わ
れ
、引
き
続
き
会
所
前
で「
笠
揃
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
笠

揃
式
で
は
、齊
藤
篤
志
筆
頭
世
話
人
や
福
田
尚
博
自
治
会
長
、三

森
文
徳
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
、木き

頭が
し
らや
各
主
任
の
若
衆
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
揃
式
が
終
わ
る
と
、3
人
の
金
棒
曳ひ

き
を
先
頭
に
、屋
台
が

保
管
さ
れ
て
い
る
鍛
冶
町
会
所
か
ら
若
衆
た
ち
が
屋
台
を
引
い
て

練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、公
演
場
所
へ
到
着
す
る
と
、木
頭
の
指
揮
を
合
図
に

若
衆
た
ち
は
素
早
い
動
き
で
山
を
次
々
と
上
げ
、午
後
７
時
の「
笠

揃
」に
は
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
山
の
前
で
烏
山
山
あ
げ
保
存

会
芸
能
部
会
に
よ
り「
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
」と
今
年
の
主
芸
題「
戻
橋
」が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。

◇

　

本
番
初
日
と
な
っ
た
26
日
㈮
午
前
６
時
50
分
、八
雲
神
社
か
ら

当
番
町
の
鍛
冶
町
に
よ
り
威
勢
よ
く
み
こ
し
が
担
ぎ
出
さ
れ
、鍛

冶
町
地
内
を
一
周
し
た
後
、仲
町
十
文
字
の
御お

仮か
り

殿や

に
み
こ
し
を

奉
還
す
る「
出し

ゅ
つ
ぎ
ょ御」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、御
仮
殿
前
で「
天て

ん
の
う
だ
て

王
建
」が
行
わ
れ
、大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、他
町
で
奉
納
余
興
を
す
る

「
訪
問
」が
各
町
会
所
前
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
町
を
訪
問
す

る
際
に
は
、金
棒
曳
き
を
露
払
い
に
世
話
人
衆
が
先
導
し
、町
境

に
さ
し
か
か
る
と
、訪
問
先
の
町
は
整
列
し
て
お
出
迎
え
。
訪
問
す

る
側
は
、相
手
の
町
内
を
借
り
る
旨
を
口
上
、受
け
る
側
は
案
内
す

る
旨
を
口
上
。
訪
問
先
町
内
で
の
移
動
は
、そ
の
町
の
世
話
人
衆
が

案
内
し
ま
す
。
こ
の
訪
問
は
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
試
み
続
々
と
・
・
・

　

27
日
㈯
に
は
、午
前
６
時
か
ら
元
田
町
に
よ
り
、「
渡と

御ぎ
ょ

」が
行

わ
れ
ま
し
た
。
渡
御
と
は
、再
来
年
の
当
番
町
が
御
仮
殿
か
ら
み

①②

③④

⑤

⑥⑦

⑧⑨

⑩⑪

⑫⑬⑭
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①笠揃で披露された「三番叟」　②鬼女の演
技は大迫力　③美しい扇の舞　④波を設置す
る若衆　⑤大人顔負けの子どもたちの演技
⑥鍛冶町による出御　⑦㉒大屋台を引き次
の公演会場へ…　⑧大山の立ち上げの準備　
⑨芸能部会の子どもたちによる開演前の口上　
⑩常磐津の皆さんが太夫座敷で唄や三味線
を披露　⑪特別公演で欄干を支える烏高生　
⑫追っ手に文箱を狙われる　⑬白蛇の精が登
場し大立ち回りへ　⑭勢いよく山の絵を運ぶ
烏高生　⑮プロジェクション演出では演目に
登場する小百合や雷を山に投影した　⑯御拝
と舞台を寄せる若衆。位置決めが肝心　⑰大
山の立ち上げは迫力満点　⑱本性を見破られ
鬼女へと姿を変える　⑲将門の公演に向け

「がま」を準備　⑳日野町により還御のみこ
しが担がれる　㉑水面に映る鬼女の顔の演出　　
㉓千秋楽で披露された「関の扉」

こ
し
を
担
ぎ
出
し
、６
町
に
屋
敷
町
を
含
め
た
７
町
を
巡
回
す
る

も
の
で
す
。
先
頭
は
、触
れ
太
鼓
、続
い
て
赤
面
の
天
狗
と
青
面
の

か
ら
す
天
狗
、み
こ
し
と
続
い
て
町
を
練
り
歩
き
、正
午
ま
で
に

再
び
み
こ
し
が
御
仮
殿
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

奉
納
余
興
で
は
、前
日
に
引
き
続
き
他
町
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、新
た
な
試
み
と
し
て
、烏
山
山
あ
げ
保
存
会
芸
能
部
会

の
３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る「
こ
ど
も
歌
舞

伎
舞
踊
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、毎
年
浅
草
で
開
催
さ
れ
る

「
浅
草
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
」で
上
演
し
て
い
る
も
の
で
、同
部

会
の
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に「
将
門
」を
奉
納
し
、観
客
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
、夜
の
山
に
映
像
を
映
す「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
演
出
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
戻
橋
」の
公
演
に
合
わ
せ
、ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
山
に
鬼
女
の
姿
や
雷
雨
の
様
子
な
ど
が
映
し
出

さ
れ
、満
員
の
観
客
を
幻
想
的
な
演
出
で
魅
了
し
ま
し
た
。

◇

　

最
終
日
の
28
日
㈰
は
、雨
の
影
響
で
午
前
９
時
30
分
の「
戻
橋
」

の
公
演
の
山
が
上
が
ら
ず
、鍛
冶
町
会
館
で
雨
天
公
演
と
し
て
行

わ
れ
、予
定
さ
れ
て
い
た
記
念
撮
影
は
、午
後
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

山
あ
げ
会
館
前
の
公
演
で
は
、初
の
試
み
と
し
て
若
衆
の
指
導
で

烏
山
高
校
の
生
徒
約
１
８
０
人
が
舞
台
設
置
か
ら
演
出
・
撤
去
ま

で
を
手
が
け
た
特
別
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、来
年
の
当
番
町
の
日
野
町
に
よ
り
御
仮
殿
か
ら
八

雲
神
社
に
み
こ
し
を
戻
す「
還か

ん
ぎ
ょ御
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
こ
し
が
出
発
し
た
後
は
、日
野
町
を
除
く
５
町
に
よ
り
、お

囃は
や

子し

の
リ
ズ
ム
の
良
さ
や
音
の
大
き
さ
、力
強
さ
を
競
う「
ぶ
ん

ぬ
き
」が
八
雲
神
社
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、そ
し
て
、い
よ
い
よ
山

あ
げ
祭
最
後
の
行
事
と
な
る「
笠
抜
」で
す
。「
関
の
扉
」、「
老
松
」

が
披
露
さ
れ
、全
公
演
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
続
く「
還
御
」の
み
こ
し
は
、日
野
町
若
衆
が
八
雲
通

り
を
何
度
も
練
り
歩
き
、午
前
０
時
過
ぎ
に
お
宮
入
り
。
３
日
間

の
祭
り
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。

⑮⑯

⑰
⑱⑲⑳

㉑

㉒

㉓
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　鍛冶町若衆団では、７月19日㈮から山あげ会館で、特別
企画展「鍛冶町の誇り～袢

はんてん

天とお揃
そろ

いで見る若衆の歴史
～」を開きました。
　企画展では、同町の辻敏子さん、園城直次さんが保管し
ていた山あげ祭の袢天とお揃い（絵羽浴衣）など約４０点
が並んだほか、昭和初期の「役割表」が展示されました。
　鍛冶町の袢天とお揃いは、青色を基調として作られて
おり、様々な絵柄からその時代の様子を見て取れます。
展示されたお揃いの中には、約１００年前の大正時代の物
もあり、見学者の目を惹きました。
　企画展は、８月31日㈯まで開催されています。

　市内ですっかりお馴染みの嵐山睦会（大金康

夫会長）の「万灯みこし」が、７月26日㈮の夜、山
あげ祭でにぎわう街中を練り歩き、威勢の良い
掛け声で祭を盛り上げました。
　百灯あまりのちょうちんで飾り付け、重さ１トンを超
すこのみこしは、御仮殿近くの八雲通りを出発し１時間
あまりをかけて山あげ会館に到着。集まった観衆から、
大きな歓声が沸き起こりました。

山
あ
げ
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
大
募
集
！

　

山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会
で
は
、山
あ
げ
祭
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入
賞
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
な
ど
に
採
用
さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

︻
応
募
方
法
︼

・
サ
イ
ズ
：
４
切
４
切
Ｗ
ワ
イ
ド

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
不
可

・
合
成
不
可

・
参
加
料
：
無
料

・
枚
数
制
限
無
し

■
問
合　

山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会（
商
工
観
光
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
２
８
７—

８
３—

１
１
１
５

嵐
山
睦
会
の
万
灯
み
こ
し

祭
を
盛
り
上
げ
る

威勢の良い掛け声で練り歩く万灯みこし

山
あ
げ
祭と

ぴ
っ
く
す

地
域
お
こ
し
団
体
な
ど
が

観
光
客
を
お
も
て
な
し

山
あ
げ
会
館
前
と
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前

に
、「
お
も
て
な
し
広
場
」が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

広
場
で
は
、市
内
外
の
飲
食
店
や
企

業
、地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体
な

ど
に
よ
り
、ふ
る
さ
と
物
産
展
や
飲
食

物
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、暑
さ
対

策
と
し
て
Ｊ
Ａ
な
す
南
の
提
供
に
よ
り

冷
た
い
西す

い
か瓜
が
配
布
さ
れ
、訪
れ
た
観

光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

物
産
展
に
は
、本
市
と
交
流
の
あ
る
鹿

沼
市
や
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
、岐
阜
県

大
垣
市
な
ど
の
出
店
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
こ
し
と
屋
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

　

山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会
で
は
、み
こ

し
と
全
町
の
屋
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
取
り
付

け
、山
あ
げ
祭
ま
る
わ
か
り
情
報
サ
イ

ト
で
位
置
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

全
町
の
屋
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
取
り
付
け

ら
れ
る
の
は
初
め
て
で
、毎
年
多
数
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
屋
台
や
み
こ
し

の
位
置
が
誰
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確

認
で
き
、好
評
を
博
し
ま
し
た
。

ＪＡなす南の提供の西瓜を配布

みこしと屋台に取り付けられたＧＰＳ
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特
別
企
画
展

鍛
冶
町
の
誇
り お揃いなどの展示を見学する来館者



山
あ
げ
祭
期
間
限
定

八
雲
神
社
の
御
朱
印
が
大
人
気

山
あ
げ
祭と

ぴ
っ
く
す大

宮
駅
で

山
あ
げ
祭
を
紹
介
！

　

７
月
15
日

、Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
で「
Ｊ
Ｒ
大

宮
駅
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
宇
都
宮
運
転

所
、烏
山
高
校
、那
須
烏
山
市
共
催
）」を
行
い
、山
あ

げ
祭
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
烏
高
生
が
中
心
と
な
り
、山
あ
げ

祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や「
か
ら
す
や
ま
ま
ち

歩
き
マ
ッ
プ
」、オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
の

配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、ア
キ
ュ
ム
フ
ォ
ト
フ

各
種
団
体
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
観
光
客
を
歓
迎

　

祭
り
を
前
に
７
月
18
日
㈭
、市
と
県

烏
山
土
木
事
務
所
、県
建
設
業
協
会
烏

山
支
部
の
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
に

よ
り「
山
あ
げ
祭
応
援
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、市
街

地
の
国
道
や
県
道
、烏
山
駅
周
辺
を
約

１
時
間
か
け
て
清
掃
し
、祭
本
番
に
備

え
ま
し
た
。

◇

27
日
㈯
か
ら
29
日
㈪
に
か
け
て
は
、

環
境
美
化
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、烏
山
高
校
の

生
徒
約
１
０
０
人
を
は
じ
め
、栃
木
県

シ
ル
バ
ー
大
学
校
同
窓
会
那
須
烏
山
支

部
25
人
、地
元
企
業
や
地
域
住
民
な
ど

多
く
の
人
々
が
参
加
。
山
あ
げ
会
館
や

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
、清
水
川
公
園
周
辺
を
綺

麗
に
清
掃
し
ま
し
た
。

レ
ー
ム
を
使
っ
た「
か
ら
す
ま
る
」と
の
撮

影
会
も
行
わ
れ
、人
気
を
集
め
ま
し
た
。

大宮駅でパンフレットを配布しＰＲ

クリーン作戦で祭り後のまちを綺麗に

　祭期間中限定で、八雲神社の御朱印が発行
されました。
　これまで、スタンプでの発行だった八雲神
社の御朱印。今年初めて手書きの御朱印とな
り、御朱印巡りの人々で列ができるほどの人
気ぶりでした。
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山
あ
げ
祭
号
で

烏
高
生
が
Ｐ
Ｒ

祭り期間中の27日㈯、28日㈰には、ＪＲ東日本により
「烏山山あげ祭号」が運行され、約３００人の観光客が烏山
線で本市を訪れました。
　山あげ祭号の車内では、烏山高まちづくり研究会の生
徒により、山あげ祭の説明や烏山高校の取り組みなどの
車内アナウンス、パンフレットの配布など、本市のＰＲが
行われました。
　また、28日にはＪＲ烏山駅前で金井町の大屋台がお出
迎え。同駅から山あげ会館まで、観光客が屋台引きを体
験しました。

車内でＰＲを行う生徒

八
雲
神
社
の
御
朱
印
が
今
年
初
め
て
手
書

き
に



　
先
月
号
で
は
市
役
所
の
現
状
と
課
題
、そ
し
て
新
た
な
庁
舎
の
必
要
性
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。新
築
か
、現
在
の

庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
か
、そ
れ
と
も
他
の
既
存
施
設
の
活
用
か
。今
月
は
、早
急
に

対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
市
役
所
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市役
所
Ｐａｒｔ２ ど
う
な
る
！

新
築
か
、

そ
れ
と
も
既
存
施
設
の
活
用
か
。

庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

費
を
試
算

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
庁
舎
整

備
計
画
策
定
支
援
業
務
に
お
い
て
、

両
庁
舎
の
耐
震
化
を
図
っ
た
場
合
の

工
事
費
の
試
算
を
行
い
ま
し
た（
表
Ⅰ
）。

先
月
号
に
掲
載
し
た
よ
う
に
、
両
庁

舎
と
も
経
年
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
中
性
化
や
構
造
上
の
問
題
な
ど
が

あ
り
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た

場
合
の
構
造
耐
震
指
標
Ｉ
ｓ
値
は
、

０
・
75
（
中
レ
ベ
ル
）
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
両
庁
舎
と
も
未
耐
震
の
状
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市
役
所
の
位
置

将
来
都
市
構
造
の

イ
メ
ー
ジ
図
と

各
種
計
画
の
位
置
付
け

市
役
所
の
役
割
、機
能

お
よ
び
規
模

　

こ
こ
で
、
市
役
所
の
位
置
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
の
条
例

で
は
、
市
役
所
の
位
置
を
、
中
央
１

丁
目
１
番
１
号
と
定
め
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
位
置
を
変
更
す
る
場
合
、

地
方
自
治
法
（
参
考
Ⅰ
）
に
よ
れ
ば
、

住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ

う
に
、
交
通
事
情
で
は
、
主
要
な
道

路
、
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
の
出
先
機
関
、
警

察
署
な
ど
の
官
公
署
、そ
の
他
病
院
、

商
業
施
設
、
学
校
な
ど
が
立
地
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
計
画
基
本
構
想
で

は
、
烏
山
と
南
那
須
の
２
つ
の
市
街

地
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
都
市

環
境
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
図
Ⅰ
）。

〇
都
市
活
動
拠
点
エ
リ
ア
（
烏
山
市

街
地
）

　

新
庁
舎
な
ど
の
行
政
機
能
を
含
め

た
都
市
拠
点
機
能
の
誘
導
や
、
Ｊ
Ｒ

　

庁
舎
の
基
本
機
能
は
、「
窓
口
機

能
」、「
議
会
機
能
」、「
事
務
機
能
」、

「
施
設
管
理
機
能
」
に
分
類
で
き
ま

す
。
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の
素
案
に

お
い
て
は
、
新
た
に
「
防
災
機
能
」、

「
市
民
協
働
機
能
」、「
複
合
機
能
」

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

様
々
な
機
能
を
有
し
た
多
機
能
型
の

庁
舎
整
備
の
必
要
性
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
概
算
規
模
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
、
議
員
数

な
ど
を
基
礎
数
値
に
国
の
基
準
に
準

じ
て
試
算
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
庁

者
な
ど
の
駐
車
場
は
、
４
つ
の
庁
舎

の
駐
車
場
区
画
数
を
合
算
し
て
、
分

駅
お
よ
び
公
共
公
益
施
設
の
集
積
な

ど
を
活
か
し
、
本
市
の
都
市
活
動
全

般
に
わ
た
る
中
核
と
し
て
機
能
す
る

エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。

〇
都
市
生
活
拠
点
エ
リ
ア
（
南
那
須

市
街
地
）

　

宇
都
宮
地
域
へ
の
近
接
性
、
福
祉

・
教
育
・
文
化
と
い
っ
た
公
共
施
設
の

集
積
、
Ｊ
Ｒ
駅
お
よ
び
近
隣
商
業
機

能
な
ど
を
活
か
し
、
定
住
促
進
の
中

核
と
し
て
機
能
す
る
エ
リ
ア
。
公
共

施
設
の
適
正
な
配
置
や
効
率
的
な
土

地
利
用
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
本
市

の
定
住
促
進
拠
点
と
し
て
の
環
境
を

形
成
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

態
で
あ
り
、
早
期
の
本
庁
方
式
へ
の

移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈表Ⅰ〉 庁舎耐震補強工事費の試算結果

〈参考Ⅰ〉地方自治法抜粋（地方公共団体の事務所の設定又は変更）

〈図Ⅰ〉将来都市構造イメージ図
（第２次総合計画基本構想より）

烏山庁舎 南那須庁舎

耐震補強費 ６６４０万 円 ２億２０００万 円

内部改修費 １億３７６万千 円 ２億１６３５万 円

外部改修費 ２３７８万 円 ２６４７万 円

仮設庁舎費 １億３８００万 円 ２億７６００万 円

消費税（８％） ２６５５万５千 円 ５９１０万６千 円

合　計 ３億５８４９万５千 円 ７億９７９２万６千 円

耐震補強工事は、耐震補強費（周辺仕上げ・設備、中性化改修）、内部改修費（壁、天井、照明、
空調機器、給排水衛生設備改修工事費）、外部改修費（外壁、屋根防水）、仮設庁舎費（単価
４６００万円／５００㎡）、合計で１１億５６４２万１千円となっています。

第 ４条　地方公共団体は、その事務所の位置を定め又はこれを変更しようとするときは、条
例でこれを定めなければならない。

２ 　前項の事務所の位置を定め又はこれを変更するに当たっては、住民の利用に最も便利
であるように、交通の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わなければな
らない。

３ 　第１項の条例を制定し又は改廃しようとするときは、当該地方公共団体の議会におい
て出席議員の３分の２以上の者の同意がなければならない。

にぎわいと文化の清流ゾーン

豊かな暮らしの丘ゾーン

活力あふれる交流の里ゾーン

自然とふれあう八溝の森ゾーン

都市活動拠点エリア

都市生活拠点エリア

都市軸

活力軸

交流軸

清流ネットワーク
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既
存
施
設
の
活
用
と

新
築
の
比
較

　

市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
既
存
施
設
を
活
用

す
る
場
合
と
新
築
す
る
場
合
の
40
年

間
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
建

物
を
建
設
し
て
か
ら
解
体
ま
で
の
費
用
）
を

試
算
し
ま
し
た
。
な
お
、
既
存
施
設

は
、
市
役
所
烏
山
庁
舎
と
県
庁
南
那

須
庁
舎
第
２
別
館
・
第
３
別
館
に
不

足
す
る
部
分
を
新
築
し
た
場
合
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

40
年
間
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
既

存
施
設
を
活
用
し
た
場
合
は
、
約

60
億
４
千
万
円
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

築
に
よ
り
整
備
し
た
場
合
は
、
約

42
億
９
千
万
円
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
と
な
り
、
新
築
に
よ
り
整
備
し
た

場
合
は
約
17
億
円
の
経
費
節
減
と
な

り
ま
し
た
。

◇

　

今
月
は
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と

さ
れ
る
庁
舎
整
備
の
あ
り
方
を
、
新

築
の
場
合
と
既
存
施
設
の
活
用
の
場

合
と
比
較
し
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
来
月
号
で

は
、
庁
舎
整
備
の
位
置
を
ど
う
す
る

か
、
ま
た
、
住
民
説
明
会
日
程
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

那
須
烏
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
真
剣
に
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

どうなる！どうなる！どうなる！
市役
所

防災機能
（災害時に威力を発揮する防災情報システム）

議会機能

〈表２〉
【既存施設を活用する場合】

【新築により整備した場合】

【共通事項】
【県庁南那須庁舎の位置図】

【庁舎１㎡あたりの光熱水費の算出】

・ 建物の更新時期は築後65年経過で新築、新築の際の建築単価は、50万円／㎡で試算。なお、
新築に伴う附属棟建設工事、付帯施設建設工事、外構工事および測量費用は含んでいない。

・ 県庁南那須庁舎の第２別館および第３別館を市役所として借用した場合における応接カウン
ターなどの改修費用などは含んでいない。

・建物更新時における解体工事は、３万円／㎡で試算。
・消費税率は８％で試算

・ 既存施設を活用した場合は、市役所烏山庁舎における平成27年度から平成29年度までの光
熱水費の平均である２０２０円／㎡を使用する。

・ 新築による庁舎整備の場合は、先進自治体の年間の光熱水費を参考に試算した。（Ａ市：人口
４万７１１９人、庁舎の延床面積１万８９５㎡、鉄筋鉄骨コンクリート造４Ｆ、年間の光熱水
費は１８１６円／㎡。　Ｂ町：人口１万３６３４人、庁舎の延床面積８１８１㎡、鉄骨コンク
リート造３Ｆ、年間の光熱水費は１３２２円／㎡。）２つの市町の年間の光熱水費の平均であ
る１５６９円／㎡を使用する。

庁舎名称 延床面積 40年間のコスト合計 建設年

現烏山庁舎（本館） １１５９㎡ 12億８７８３万円 １９６１年

現烏山庁舎（本館・増築） ３７９㎡ ３億６８６８万１千円 １９７２年

現烏山庁舎（本館・別館） ５０１㎡ ４億５３７３万４千円 １９８６年

県庁南那須庁舎（第2別館） １０４９㎡ 14億４１７７万１千円 １９９１年

県庁南那須庁舎（第3別館） ７２８㎡ ８億２１６３万９千円 １９７５年

新庁舎（延床面積不足分） ２１８４㎡ 16億７２２６万９千円 ２０２５年

合　　計 ６０００㎡ 60億４５９２万４千円

庁舎名称 延床面積 40年間のコスト合計 建設年

新那須烏山庁舎 ６０００㎡ 42億９０５５万３千円 ２０２５年

既存施設を活用する場合 新築により整備した場合 差額

約60億４千万円 約42億９千万円 約17億５千万円

第２別館

第１別館 土木事務所

本館 健康福祉センター
 　 県民相談室

第３別館
会議室

庁
舎
の
解
消
を
踏
ま
え
た
係
数
を
乗

じ
て
試
算
し
ま
し
た
。

〇
基
本
機
能

・
窓
口
機
能
…
窓
口
業
務
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
※
１
、相
談
ス
ペ
ー
ス
な
ど

・
議
会
機
能
…
議
場
、
傍
聴
席
、
正

副
議
長
室
、
委
員
会
室
、
議
員
控

室
、
議
員
図
書
室
な
ど

・
事
務
機
能
…
執
務
ス
ペ
ー
ス
、
会

議
室
、
書
庫
、
倉
庫
な
ど

〇
新
た
な
機
能

・
防
災
機
能
…
災
害
対
策
、
危
機
管

理
、
備
蓄
倉
庫
、
自
家
発
電
な
ど

・
市
民
協
働
機
能
…
市
民
交
流
ス

ペ
ー
ス
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど

・
複
合
機
能
…
利
用
し
や
す
い
、
環

境
共
生
、
行
政
効
率
の
高
い
、
新

た
な
行
政
需
要
に
対
応
な
ど

〇
新
庁
舎
の
概
算
規
模

・
庁
舎
の
必
要
な
延
床
面
積

　

概
ね
６
０
０
０
㎡

・
駐
車
場
約
２
３
０
区
画

　

概
ね
６
０
０
０
㎡
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※
１
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
…
各
種
手
続
き
の
申
し

込
み
か
ら
完
了
ま
で
を
１
か
所
で
済
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
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　この前提を理解して、自分に合ったキャッシュレス決
済を選んだ方がよいかもしれません。「よく分からない
けれど使ってみよう」と安易に利用することはおすすめ
しません。各キャッシュレス決済サービスの決済形態や、
支払い形態を理解したうえで、自分に合ったサービスを
選択しましょう。そして、収入や預金残高に見合った範
囲で節度ある利用を心掛けるようにしましょう。

11 広報なすからすやま  2019.8　

あなたのまちの接骨院・整骨院
「柔道整復師」ができること
　柔道整復師（接骨院・整骨院）は、国の定める教育を受け、国
家試験に合格して厚生労働大臣の免許を受けた、外傷の
施術を行う専門職です。
　接骨院・整骨院では、運動器のケガに対する施術に健康
保険が利用できます。主に骨折・脱臼・打撲・捻挫・筋肉や
腱の挫傷などへの施術を専門としています。（骨折・脱臼は応

急処置を除き医師の同意が必要）

柔道整復師が行う「機能訓練」とは？
　医師の指導のもと機能の維持・回復を目的とするリハ
ビリテーションと違い、介護保険法においての機能訓練
は医師の指示は必要なく、利用者の希望によりケアマネー
ジャーがケアプランに入れることで実施可能です。運動
器の機能が低下している、または、低下予防のための機能
の維持・減退防止を行う訓練です。介護予防では、単に筋
肉強化ではなく、ＡＤＬ（日常生活動作）の改善に重点を置き、
より在宅生活を継続できるようにします。
　その専門性から柔道整復師は、医療機関や介護保険制
度での介護事業所などの幅広い分野でも活動し、きめ細
かい健康管理のパートナーとなっています。スポーツの

知ってますか？キャッシュレス決済　
　「キャッシュレス決済」
という言葉を耳にするこ
とが多くなり、キャッシュ
レス決済サービスを使っ
てみようかなと思ってい
る人も多いのではないで
しょうか？
　実際に新たなサービス
が続々と登場していま
す。決済手段としては、
店舗における決済形態と
お金の支払い形態（精算方法）で分類することができます。
　まず、店舗における決済形態としては、クレジットカー
ドの代名詞となっている「カード決済（磁気・ＩＣ チップ型）」、
電子マネーなどの「タッチ決済」、新しく登場した「ＱＲ・
バーコード決済」の３種類があります。次に、お金の支
払い形態としては、現金や金融機関の預貯金口座などか
らチャージする「前払い（プリペイド）」、金融機関の預貯金
口座からの「即時払い（デビット）」、金融機関の預貯金口
座からの「後払い（クレジット）」の３種類があります。

現場では救護はもちろん、トレーナーとして選手のケア
も行い、その活動は年間１００回以上になります。また、
帝京大学では柔道整復学科の学生とのジョイントシンポ
ジウムを、宇都宮大学では運動部の学生のけが防止とパ
フォーマンスの向上を目的としたテーピング講習会を開
催しています。
柔道整復師が在宅医療でできること
・骨折や打撲・捻挫などで下肢の痛みや機

能障害のため歩行が困難になった人
・筋力低下などで転倒しやすくなった人
・脊椎の圧迫骨折や大腿骨の骨折などで

入院後、自宅療養している人
・外傷（転んだ・ぶつけた・捻じったなど）によるＡ

ＤＬ・ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作）の機能低下
　公益社団法人栃木県柔道整復師会の会員は、栃木県内
に４００人以上、介護予防・機能訓練指導員柔道整復師講
習会を受講し、毎年定期的に資質の向上を行っています。
　ご利用に関するお問い合わせなどがございましたら下
記までお気軽にご連絡ください。

高野接骨院　☎０２８７-８４-１７５７
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6
月
12
日
㈬
、
県
消
防
学
校
で
開
か

れ
た
第
45
回
栃
木
県
消
防
救
助
技
術
大

会
陸
上
の
部
に
出
場
し
た
、
那
須
烏
山

消
防
署
（
川
俣
寿
行
署
長
）
チ
ー
ム
が
、「
ほ

ふ
く
救
出
の
部
」
で
初
優
勝
を
果
た
し
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
救
助
技
術
の
高
度
化
と
基

礎
力
の
鍛
錬
に
よ
り
救
助
活
動
に
不
可

欠
な
体
力
、
技
術
力
、
精
神
力
を
養
う

た
め
、
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
。
ほ
ふ

く
救
出
の
部
は
、
3
人
一
組
で
、
空
気

呼
吸
器
を
装
着
し
た
救
助
員
が
煙
道
内

か
ら
要
救
助
者
を
救
出
し
、
安
全
な
場

所
ま
で
搬
送
す
る
訓
練
で
、
県
内
の
各

消
防
署
か
ら
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
鈴
木
崇

昭
さ
ん
（
1
番
員
）、
菊
池
学
さ
ん
（
2
番

員
）、
小
林
龍
之
介
さ
ん
（
3
番
員
）
の
3

人
。
い
ず
れ
も
救
急
救
命
士
の
た
め
業

務
中
に
そ
ろ
っ
て
練
習
す
る
時
間
が
と

れ
ず
、
非
番
を
使
っ
て
訓
練
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
3
人
は
、「
昨
年
2
位
で
、

今
年
こ
そ
全
国
へ
と
思
っ
て
い
た
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
っ
た
が
、
息
は
合
っ

て
い
た
。
優
勝
を
決
め
た
時
は
、
感
動

し
た
。
家
族
や
同
僚
の
理
解
と
協
力
の

お
か
げ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

安
全
管
理
者
と
し
て
見
守
っ
て
き
た

小
室
隆
広
さ
ん
は
、「
他
県
と
の
合
同

訓
練
で
も
好
成
績
だ
っ
た
。
全
国
大
会

で
も
、
普
段
の
力
を
出
し
き
れ
れ
ば
上

位
を
狙
え
る
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
8
月
25
日
㈰
、
岡
山

市
消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

る
第
48
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

で
、
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭

チ
ー
ム
と
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

楽
し
く
英
語
に
親
し
む

　

７
月
６
日
㈯
、南
那
須
公
民
館
で「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
が
開
か
れ
、

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

20
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
英
語
や
外
国
へ
の
興
味
と
関

心
を
高
め
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
友

情
と
信
頼
を
深
め
よ
う
と
開
い
て
い
る

も
の
。
参
加
者
は
、
市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

指
導
で
各
国
の
文
化
を
学
び
、
英
語
の

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
で
は
、

体
を
動
か
し
な
が
ら
英
語
に
親
し
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

烏
山
小
４
年
の
滝
田
帆
香
さ
ん（
神
長
）

と
平
野
桃
香
さ
ん
（
向
田
）
は
、「
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
が
楽
し
か
っ
た
。
英
語
は

難
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
勉
強

し
た
い
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。カルチャークイズの様子
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消
防
救
助
技
術
大
会

県
大
会
初
Ｖ
、全
国
へ

那
須
烏
山

消
防
署
が

上／ 空気呼吸器を装着した救助員が煙道内から
救出・搬送する「ほふく救出の部」の訓練

下／ 右から、１番員の鈴木崇昭さん、２番員の
菊池学さん、３番員の小林龍之介さん

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い

命
の
尊
さ
を
学
ぶ

　

７
月
8
日
㈪
、
9
日
㈫
の
両
日
、
烏
山
中
学
校

で
「
思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」
が
開
か
れ
、

同
校
の
3
年
生
１
２
６
人
が
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
教
室
は
、
思
春
期
の
心
身
の
変
化
や

特
徴
を
正
し
く
知
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
こ

と
で
命
の
尊
さ
や
子
育
て
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
毎
年
市
が
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
助
産
師
が
胎
児
の
成
長
過
程
や
性
感

染
症
に
つ
い
て
講
話
し
、
合
わ
せ
て
妊
娠
の
疑
似

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
、

子
育
て
中
の
母
子
と
交
流
。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ

し
た
り
、
母
親
か
ら
子
育
て
の
苦
労
や
喜
び
を
じ

か
に
聞
い
た
り
し
て
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
安
齋
宏
紀
さ
ん
（
野
上
）
は
、「
赤
ち
ゃ

ん
を
あ
や
す
の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
可

愛
か
っ
た
。
命
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
自
分
も
こ
の
よ
う
な
時
代
が
あ
っ
た
と

思
う
と
、
育
て
て
く
れ
た
父
母
に
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。



い
き
い
き
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
の
里

交
流
会

上
下
水
道
施
設
を
社
会
科
見
学

水
の
大
切
さ
を
実
感
！

　

市
の
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
ふ
れ
あ

い
の
里
交
流
会
」
が
、
6
月
17
日
㈪
に

南
那
須
公
民
館
で
、
25
日
㈮
に
は
烏
山

体
育
館
で
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
２
２
９

人
の
高
齢
者
が
交
流
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、高
齢
者
の
介
護
予
防
や
閉

じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」40
か
所
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
」13
か

所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、他
の
地

域
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
毎
年
開
い

て
い
る
の
が
こ
の
交
流
会
で
す
。

　

当
日
は
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
の
指
導
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
や
タ

オ
ル
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

汗
を
流
し
た
ほ
か
、全
員
で
合
唱
を
楽
し

む
な
ど
、互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
生
が
、水
道
水
を
つ
く

る
浄
水
場
や
下
水
を
処
理
す
る
水
処
理

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、「
命
と
暮
ら
し
を

支
え
る
水
」の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、6
月
27
日
㈭
に
は
、烏
山
小

学
校
の
4
年
生
75
人
が
2
班
に
分
か
れ

て
城
東
浄
水
場
を
訪
問
。
職
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
取
水
場
や
ポ
ン
プ
室
を

興
味
深
げ
に
見
学
し
、「
災
害
の
時
の
対

応
は
？
」「
職
員
は
24
時
間
働
く
の
？
」

「
ポ
ン
プ
が
く
み
上
げ
る
水
の
量
は
？
」

な
ど
職
員
に
問
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

引
率
し
た
担
任
の
佐
藤
雅
世
教
諭
は

「
事
前
学
習
し
て
臨
み
ま
す
が
、
実
際

に
施
設
を
見
て
、
質
問
す
る
こ
と
で
新

し
い
気
付
き
や
驚
き
が
あ
り
、
理
解
を

深
め
た
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

6
月
28
日
㈮
に
は
、
七
合
小
学
校
の
4

年
生
32
人
が
野
上
の
水
処
理
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
沈
殿
池
や
消
毒
施
設
な
ど
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下

水
が
浄
化
さ
れ
て
い
く
過
程
の
説
明
を

受
け
た
り
、
顕
微
鏡
で
微
生
物
を
観
察

し
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
汚
い
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
出
て
い

く
の
が
良
く
分
か
っ
た
。
微
生
物
の
働

き
が
大
切
だ
と
思
う
が
、顕
微
鏡
で
見
る

と
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
か
っ
た
」と
見
学

し
た
大
野
航
賀
さ
ん
。児
童
た
ち
は
、上

下
水
道
施
設
の
ほ
か
、大
桶
の
保
健
衛
生

セ
ン
タ
ー
も
見
学
し
て
い
き
ま
し
た
。

上から、烏山水処理センターで汚水浄化
過程を学ぶ七合小児童／城東浄水場のポ
ンプ室を見学する烏山小児童

南那須公民館での交流会の様子
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思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

子
育
て
マ
マ
と
意
見
交
換

上
／
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
あ
や
す
生
徒
た
ち

下
／
川
俣
市
長
を
囲
ん
で
意
見
交
換
す
る
母
親
た
ち

　

体
験
教
室
に
参
加
し
た
子
育
て
中
の
母
親
7
人

が
、
7
月
9
日
㈫
、
会
場
の
烏
山
中
で
川
俣
純
子

市
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
各
地
区
や
団
体
な
ど
で

行
っ
て
い
る
集
団
広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
に
続
い
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
市
長
を
囲
ん
で
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

た
母
親
が
和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
。「
ベ

ビ
ー
カ
ー
が
使
え
る
歩
道
の
整
備
を
」、「
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
所
の
整
備
を
」、

「
小
児
科
な
ど
医
療
機
関
の

充
実
を
」
と
い
っ
た
市
政
へ

の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
各

種
事
業
で
意
見
交
換
の
機
会

を
設
け
ま
す
。
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



空
手
道
マ
ス
タ
ー
ズ
で
全
国
へ

全
国
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
に
出
場

髙森勇斗さん

上
川
井

鍛
冶
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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生魚英子さん

右／増渕有花さん。左／左から、土屋幸大さん、
渡邉陽紀さん、堀江風海さん、永森隆誠さん

　

第
9
回
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
関
東

地
区
空
手
道
競
技
会
が
、7
月
14
日
㈰
、

埼
玉
県
立
武
道
館（
上
尾
市
）で
開
か
れ
、

個
人
組
手
の
女
子
第
3
部（
45
歳
～
49
歳
）

に
出
場
し
た
横
枕
の
生
魚
英
子
さ
ん
が

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
空
手
を
習
い
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
興
味
を
持
ち
、4
年
前
か

ら
練
習
を
始
め
た
と
い
う
生
魚
さ
ん
。

子
ど
も
と
一
緒
に
週
2
日
～
3
日
の
練

習
を
す
る
う
ち
メ
キ
メ
キ
腕
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

4
月
の
県
予
選
は
、昨
年
に
続
い
て

連
覇
。
関
東
地
区
か
ら
延
べ
２
８
０
人

の
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
が
形
と
組
手
で
熱

戦
を
展
開
し
た
関
東
地
区
空
手
道
競
技

会
で
念
願
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
、い
よ

い
よ
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

全
国
の
舞
台
と
な
る
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
２
０
１
９
ぎ
ふ
清
流
大
会
は
、9
月

14
日
㈯
～
16
日
㈪
、
岐
阜
市
の
岐
阜
メ

モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、全
日

本
で
活
躍
し
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と

地
域
で
日
々
練
習
を
重
ね
て
き
た
選
手

6
月
16
日
㈰
、
馬
頭
高
校
で
開
か
れ

た
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
兼
高
円
宮
賜
牌
第

52
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大

会
」
の
県
予
選
会
で
、
烏
山
高
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
が
女
子
個
人
と
男
子
団
体

で
優
勝
し
、
8
月
8
日
㈭
か
ら
10
日
㈯

に
か
け
て
熊
本
県
営
八
代
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

3
年
の
増
渕
有
花
さ
ん
（
大
金
）
は
、

昨
年
の
女
子
団
体
に
続
い
て
今
年
は
個

人
の
部
で
出
場
。
そ
し
て
、
男
子
団
体

の
部
は
、
３
年
の
土
屋
幸
大
さ
ん
（
向

田
）、
渡
邉
陽
紀
さ
ん
（
さ
く
ら
市
）、
２

年
の
堀
江
風
海
さ
ん
（
小
倉
）、
永
森
隆

誠
さ
ん
（
那
珂
川
町
）
が
出
場
し
ま
す
。

増
渕
有
花
さ
ん
は
、「
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
り
た
い
。今
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」
と
、

ま
た
、
団
体
出
場
の
4
人
は
、「
チ
ー

ム
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
一
丸
と

な
っ
て
１
つ
で
も
多
く
勝
ち
進
み
た
い
。

持
て
る
力
を
出
し
切
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰
、
前
橋
市
で

開
催
さ
れ
た
第
38
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
交
流
大
会
に
、

白は
く

堊あ

会
空
手
道
の
大
輪
莉
央
奈
さ
ん
（
下

境
）
が
栃
木
Ｂ
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

出
場
し
、
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
大

輪
さ
ん
は
、
6
月
の
県
大
会
小
学
6
年

生
女
子
組
手
の
部
で
準
優
勝
を
果
た
し
、

県
代
表
と
し
て
本
大
会
出
場
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
大
会
前
に
「
団
体
戦
で
は
、

　

上
川
井
自
治
会
と
鍛
冶
町
自
治
会
が
、
今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
て
備
品
等
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
助
成
し
、
地
域
の
発
展
を
進
め
よ
う
と
一
般
財
団
法
人
自
治
総

下
級
生
の
流
れ
を
勝
利
に
つ
な
げ
た
い
。

県
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
試

合
を
し
た
い
」
と
語
っ
た
大
輪
さ
ん
。

本
県
初
の
総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
県
予
選
会
の

92
キ
ロ
級
で
準
優
勝
し
、
8
月
16
日
㈮

か
ら
19
日
㈪
に
か
け
て
大
阪
府
堺
市
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

3
年
連
続
出
場
と
な
る
髙
森
さ
ん

は
、「
緊
張
せ
ず
、い
つ
も
ど
お
り
プ
レ
ー

し
た
い
。
最
近
は
調
子
が
い
い
の
で
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
大
会
に
臨
め
る
よ

う
調
整
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

馬
頭
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
髙
森
勇
斗

さ
ん
（
中
山
）
が
、
6
月
16
日
㈰
に
足
大

附
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
35
回
全
国

高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
レ

が
同
じ
舞
台
で
日
本
一
を
か
け
て
戦
い

ま
す
。

　

関
東
地
区
大
会
の
個
人
決
勝
で
は
、

圧
勝
し
た
生
魚
さ
ん
。
全
国
大
会
に
向

け
て
、「
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
、一
つ

で
も
勝
ち
進
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

烏
山
高
校
出
場

県
メ
ン
バ
ー
で

関
東
大
会
3
位

大輪莉央奈さん

スポーツ



地
域
見
守
り
活
動
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
と
協
定

　

市
と
㈱
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン（
永
松
文
彦
代
表
取
締
役
）は
、７
月
24
日

㈬
、市
役
所
で「
那
須
烏
山
市
地
域
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

　

協
定
は
、高
齢
化
社
会
や
単
身
世
帯

の
増
加
、小
売
店
の
減
少
な
ど
が
進
む

中
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
支
援
が

必
要
な
人
を
見
守
り
、
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

市
内
の
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
は
4
店
舗
。

そ
れ
ぞ
れ
、店
舗
で
の
販
売
や
セ
ブ
ン

ミ
ー
ル
配
達
な
ど
で
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
、振
り
込
め
詐
欺
防
止
な
ど
の
高

齢
者
支
援
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
な
ど
の
研
修
活
動
へ
の
参
加
促
進

な
ど
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

締
結
式
で
川
俣
純
子
市
長
が「
地
域
見

守
り
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
り
あ
り
が

た
い
」と
期
待
を
寄
せ
る
と
、那
須
地

区
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
若

松
功
さ
ん
は
、「
協
定
締
結
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
加
盟
店
と
協
力

し
、意
識
を
高
め
て
安
全
安
心
な
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。
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合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の
。
上
川
井
自
治
会
で
は
備
品
や
エ

ア
コ
ン
、
物
置
（
写
真
）
を
、
鍛
冶
町
自
治
会
で
は
袢は

ん
て
ん天
と
お
揃そ

ろ

い
を

整
備
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
課
☎
０
２
８
７
―
８
３
―
１
１
５
１

日光の養源院跡で説明を聞く。

協
定
締
結
式
で
の
市
長
と
若
松
さ
ん

（左）
。

第99回

　「鳴井さん」の愛称で親しまれ、５月に梵天奉納が
行われる加茂神社の本殿は、安政２年（1855）に建築
されました。一

いっけんしゃ

間社 流
ながれ

造
づくり

、屋根は木
こ

端
ば

葺
ぶき

で、随所に
施された見事な彫刻は後藤派の作と考えられていま
す。正面向

ご は い

拝柱
ばしら

の虎・梅・竹などの籠彫りをはじめ、
いたるところに精緻な細工がなされていましたが、
盗難により一部の彫刻は失われてしまいました。

雨
あまおおい

覆（社殿などを保護する建物、覆
おおいや

屋とも）は、入
いり

母
も

屋
や

・
平入りで現在は銅板葺です。木

き

鼻
ばな

に獅子頭が、中
なかぞなえ

備
に蟇

かえるまた

股が付いているという雨覆としては類を見ない
遺構です。

市指定有形文化財（建造物）
加茂神社本殿及び雨覆（月次）

那
須
烏
山
市
民
は
歴
史
が
大
好
き

　

公
民
館
講
座
の
中
で
、
毎
年
、
安

定
し
て
人
気
が
あ
る
の
が
歴
史
に
関

す
る
講
座
で
す
。
今
年
も
定
員
を
超

え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
市
民
の
歴

史
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

日
光
文
学
史
講
座
を
紹
介

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

す
る
柳
原
一
興
さ
ん
を
講
師
に
、
5

月
か
ら
6
月
に
か
け
て
全
4
回
の
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
か
ら
第
3
回
ま
で
は
、
江

戸
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
文
学
と

地
域
史
に
関
す
る
座
学
が
中
心
で
、

最
終
回
の
現
地
研
修
で
は
、
実
際
に

目
に
し
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
光
と
烏
山

の
つ
な
が
り
が
分
か
っ
た
」「
自
分

の
知
ら
な
い
日
光
を
勉
強
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

︻
今
後
の
募
集
講
座
︼

〇
珈
琲
研
究
室
︵
10
月
︶

　

コ
ー
ヒ
ー
の
基
礎
を
学
び
、
こ
だ

わ
り
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

〇
刺
し
子
教
室
︵
10
月
～
12
月)

　

刺
し
子
の
魅
力
を
知
り
、
楽
し
さ

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
と
経

験
者
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
す
。

〇
手
打
麺
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
教
室

　
︵
10
月
～
11
月)

　

そ
ば
や
う
ど
ん
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を

手
作
り
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
で
。

■
問
合　

烏
山
公
民
館

☎
０
２
８
７
︱
83
︱
１
４
１
２

～
実
施
講
座
レ
ポ
ー
ト
③
～



　

田
ん
ぼ
の
学
校
「
志
鳥
倶
楽
部
」（
滝
口
清
栄
代
表
）

が
今
年
も
開
校
し
、
7
月
6
日
㈯
に
は
、
志
鳥
地
内

の
森
や
水
田
近
く
の
小
道
で
「
田
ん
ぼ
ま
わ
り
、
虫

と
り
大
作
戦
！
パ
ー
ト
12
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

里
山
と
豊
か
な
自
然
を
教
材
に
、
遊
び
な
が
ら
学

び
の
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
地
域
の
有
志
に
よ
っ
て
開

か
れ
て
い
る
こ
の
学
校
も
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今

年
、
第
2
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら

60
人
ほ
ど
の
親
子
連
れ
が
参
加
。
昆
虫
愛
好
会
の
高

橋
滋
会
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
田
ん
ぼ
ま
わ
り

の
昆
虫
採
集
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
草
む
ら
や
水
辺
で
昆

虫
探
し
に
熱
中
し
、
珍
し
い
生
き
物
を
見
つ
け
て
は

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昆
虫
に
詳
し
い

滝
田
道
明
さ
ん
の
頭
の
体
操
「
す
ご
い
ぞ
昆
虫
、
ダ

ン
ゴ
ム
シ
は
お
も
し
ろ
い
」
の
話
や
岡
田
明
さ
ん
の

「
水
生
昆
虫
教
室
」と
題
し
た
タ
ガ
メ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、

サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
の
展
示
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
烏
山
高
2
年
の

相
吉
沢
壮
永
さ
ん
（
志
鳥
）
は
「
小
学
生
の
頃
か
ら

田
ん
ぼ
の
学
校
は
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
ん
な
里
山
の

自
然
の
魅
力
を
、
他
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。

そ
し
て
、
様
々
な
昆
虫
が
生
息
で
き
る
豊
か
な
自
然

を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
7
月
、
8
月
、
11
月
と
続
く
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

南大和久の市道沿いの休耕田に大輪のハスの花
が咲きこぼれ、道行く人の目を楽しませています。
地元の有志3名が、耕作放棄地を何とかしようと
始まったのが4年前。湧き水が多く、最初はマコ
モ栽培に取り組みましたが、利用につながらず、
手入れが楽で開花の長いハスを植えたのがきっ
かけです。以来、7月に入ると、毎年、梅雨空のも
とに大輪の花をつけ、すっかり地元の風物詩と
なっています。
　名乗るまでもないから…と控えめな有志の皆
さん。「見るのも花を摘むのも自由にどうぞ」と
話していました。来年も楽しみです。
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㈱
ム
ロ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
烏
山
工
場
（
星

孝
男
工
場
長
）
で
は
、
7
月
16
日
㈫
、
烏
山
山
あ

げ
保
存
会
（
島
崎
利
雄
会
長
）
に
１
０
０
万
円
を

寄
附
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、「
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
を
寄
附
と
い
う
形

に
し
た
。
世
界
に
認
め
ら
れ
た
山
あ
げ
行
事
の

歴
史
的
研
究
と
今
後
の
継
承
に
活
か
し
て
欲
し

い
」
と
星
工
場
長
。
島
崎
会
長
は
、
多
額
の
寄

附
に
感
謝
し
、「
貴
重
な
支
援
を
生
か
し
、
形

に
残
る
よ
う
に
活
用
し
た
い
。
そ
し
て
、
山
あ

げ
行
事
の
発
展
と
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

島
崎
会
長
に
目
録
を
手
渡
す
星
工
場
長

（右）

田んぼのあぜ道で生き物を
探す親子

100

田
ん
ぼ
の
学
校
虫
と
り
大
作
戦
！

山
あ
げ
行
事
の
保
存
継
承
に

万
円
を
寄
附

涼

し
げ
に
⋮

梅
雨
空
に
大
輪
の
ハ
ス



　

市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会（
村
上
良
子
会
長
）
主
催
の「
親

子
料
理
教
室
」が
、７
月
13
日
㈯
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

5
組
11
人
の
親
子
連
れ
が
、
夏
野
菜
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
料
理
を
通
し
て
地
産
地
消
や
食
育
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
、
同
協
議
会
が
開
い
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、
家
に

あ
る
材
料
を
使
っ
た
簡
単
で
美
味
し
い
料
理
「
冷
や
し
夏
野
菜
う

ど
ん
」
や
「
蒸
か
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
フ
ラ
イ
」、「
プ
リ
ン
」、「
ミ

ル
ク
く
ず
も
ち
」
を
取
り
上
げ
、
作
り
方
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　

深
澤
麻
希
子
さ
ん（
南
１
丁
目
）、に
こ
ち
ゃ
ん
、奏
志
く
ん
親
子
は
、

「
夏
休
み
に
簡
単
に
作
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
思
い
参
加
し
た
。

う
ど
ん
を
踏
ん
で
鍛
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
初
め
て
の

体
験
で
楽
し
か
っ
た
。
家
で
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

6
月
11
日
㈫
、
12
日
㈬
の
両
日
、
佐
野
市
長
旗
第
24
回

東
日
本
生
涯
野
球
大
会
が
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、「
喜
寿
の
部
」
で
本
市
生
涯
野
球
烏

山
ス
ネ
ー
ク
ス
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

77
歳
以
上
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
厳
し
い
規
定

の
中
、
大
会
に
は
東
日
本
一
円
か
ら
9
チ
ー
ム

が
参
加
。
ス
ネ
ー
ク
ス
は
、
青
森
県
代
表
、
福

島
県
代
表
を
次
々
と
破
り
、
順
調
に
コ
マ
を
進

め
ま
し
た
が
、
ノ
ン
プ
ロ
Ｏ
Ｂ
な
ど
選
手
層
の

厚
い
神
奈
川
の
横
浜
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
決
勝
で

惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
賞
で
は
、
同
チ
ー
ム
代
表
の
滝

田
正
さ
ん
が
、
投
打
と
も
に
活
躍
し
て
敢
闘
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

熊
田
の
岡
本
豊
さ
ん
が
、保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
使
っ
て
欲
し

い
と
、野
外
用
ベ
ン
チ
３
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。ベ
ン
チ
は
、社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
所
前
に
設
置
さ
れ
、訪
れ
た

人
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
本
さ
ん
は
、「
50
年
間
働
い
て
き

て
、何
か
地
域
に
恩
返
し
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
。た
ま
た
ま
、保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
ベ
ン
チ
が
老
朽
化
し
て

い
た
の
で
思
い
つ
い
た
。
施
設
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　ふるさと烏山会（小清水日出夫会長）の総会が、７月
14日㈰、東京都千代田区のＫＫＲホテル東京で開か
れ、川俣純子市長や沼田邦彦議長等が出席し、市の近
況を報告し、会員との交流を深めました。
　同会は、旧烏山町出身者が、会員同士の親睦を図
り、ふるさとの発展に寄与しようと昭和63年に発足。
現在は、69人の会員が活動を続けています。
　当日は、旧南那須町出身ゲストを含め会員ら24人
が参加。市内で商店を営む佐藤大通さんが「今まで
のまちづくり－これからのまちづくり」と題して講
演しました。その後の交流会では、参加者は、思い出
話に花を咲かせ、懐かしいふるさとに思いをはせて
いました。

親
子
料
理
教
室

夏
野
菜
料
理
を
作
ろ
う
！

ミルクくずもち作りに挑戦する親子連れ

ふ
る
さ
と
烏
山
会
総
会

善意でベンチを新設

左
か
ら
２
人
目
が
岡
本
さ
ん

喜
寿
を
迎
え
て
ハ
ツ
ラ
ツ
プ
レ
ー

東
日
本
生
涯
野
球
大
会
で
準
Ｖ

の
両
日
、
佐
野
市
長
旗
第
24
回

東
日
本
生
涯
野
球
大
会
が
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、「
喜
寿
の
部
」
で
本
市
生
涯
野
球
烏

東
日
本
生
涯
野
球
大
会
で
準
Ｖ

チ
ー
ム
は
準
優
勝
、個
人
は
敢
闘

賞
を
受
賞
し
た
ス
ネ
ー
ク
ス
代
表

の
滝
田
正
さ
ん

17 広報なすからすやま  2019.8
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赤
ち
ゃ
ん
名

　
（
保　

護　

者
）
住

所

　

原　
　
　

尊
み
こ
と
（　
淳　

・　
環　

）
横　

枕

岩　

崎　

紗さ

捺な

（
雄
介
・
真
惟
）
興　

野

戸　

松　

結ゆ
う

希き

（
正
行
・
礼
菜
）
中　

山

阿
久
津　

依い

緒お

（
大
晟
・
祐
子
）
志　

鳥

石　

川　
　
　

蓮れ
ん

（
優
範
・
真
由
実
）
向　

田

岡　

田　

彩あ

生き

（
洋
輔
・
浩
子
）
鴻
野
山

野　

村　

祐ゆ
う

天と

（
天
叶
・
柚
奈
）
三　

箇

●
第
15
回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手

道
交
流
大
会（
６
月
２
日
㈰
、に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

﹇
小
学
３
年
男
子
組
手
﹈▽
準
優
勝
：
荒
井
斗

真（
白
堊
会
空
手
道
）
﹇
小
学
3
年
女
子
組
手
﹈

▽
第
３
位
：
大
輪
咲
奈（
白
堊
会
空
手
道
）
﹇
小

学
４
年
女
子
組
手
﹈▽
第
３
位
：
小
森
陽
望

（
白
堊
会
空
手
道
）
﹇
小
学
６
年
女
子
組
手
﹈

▽
準
優
勝
：
大
輪
莉
央
奈（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第
14
回
市
長
杯
剣
道
大
会（
６
月
８
日
㈯
、

那
須
烏
山
市
武
道
館
）

【
団
体
の
部
】﹇
小
学
生
の
部
﹈▽
優
勝
：
宏
倫

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
土
居
、滝
口
、渡
邉
、沖

村
、小
西
）
﹇
中
学
生
の
部
﹈▽
優
勝
：
南
那

須
中
学
校
Ａ（
沖
村
、山
口
、青
柳
、相
ケ
瀬
、北
側
）

【
個
人
の
部
】﹇
初
心
者
の
部
﹈▽
優
勝
：
小
島

し
お
ん（
烏
中
）　

▽
準
優
勝
：
澤
村
侑
哉（
烏

中
）　

▽
第
３
位
：
星
美
咲（
烏
中
）
﹇
小
学

３
・
４
年
の
部
﹈▽
優
勝
：
土
居
明
夫（
宏
倫
）

▽
準
優
勝
：
新
井
琢
仁（
烏
山
）　

▽
第
３
位
：

河
和
汰
來（
宏
倫
）、笠
井
雄
斗（
烏
山
）﹇
小
学

５
・
６
年
の
部
﹈▽
優
勝
：
渡
邉
錬（
宏
倫
）

▽
準
優
勝
：
小
森
咲
芽（
烏
山
）　

▽
第
３
位
：

小
西
勇
太（
宏
倫
）、沖
村
昂
輝（
宏
倫
）
﹇
中

学
生
男
子
の
部
﹈▽
優
勝
：
北
側
雄
大（
南
中
）

▽
準
優
勝
：
沖
村
愛
希（
南
中
）　

▽
第
３
位
：

相
ケ
瀬
快（
南
中
）、青
柳
侑
晟（
南
中
）
﹇
中

学
生
女
子
の
部
﹈▽
優
勝
：
菊
池
優
奈（
南
中
）

●
第
14
回
那
須
烏
山
市
春
季
市
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会（
６
月
16
日
㈰
、緑
地
運
動
公
園
）

﹇
一
般
﹈▽
優
勝
：
大
野
雅
幸
、澤
村
祐
毅　

▽

準
優
勝
：
青
山
裕
一
、笠
井
修　

▽
第
３
位
：

平
野
寛
和
、荒
井
由
裕　
﹇
シ
ニ
ア
﹈▽
優
勝
：

秋
元
隆
夫
、斉
藤
秀
夫　

▽
準
優
勝
：
村
上
佳

代
、木
下
光
司　

▽
第
３
位
：
青
木
と
み
子
・

坂
主
慶
子　
﹇
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
﹈▽
優
勝
：

今
井
保
二
・
大
崎
美
佐
子　

▽
準
優
勝
：
大
山

賢
一
、福
島
ト
ミ
子　

▽
第
３
位
：
森
健
治

郎
・
漆
原
義
孝

●
第
38
回
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
空

手
道
選
手
権
大
会
兼
第
28
回
栃
木
県
空
手

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会（
６
月
16
日
㈰
、

日
光
市
大
沢
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
）

﹇
小
学
４
年
男
子
組
手
﹈▽
優
勝
：
五
十
嵐
大

夢（
南
那
須
空
手
道
）　

▽
第
３
位
：
寺
澤
聖
心

（
南
那
須
空
手
道
）
﹇
小
学
５
・
６
年
女
子
組

手
﹈▽
第
３
位
：
大
輪
莉
央
奈（
白
堊
会
空
手
道
）

●
令
和
元
年
度
フ
ァ
ミ
リ
ー
記
念
混
合
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
６
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬
、緑

地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台　

▽
準
優
勝
：
藤
田　

▽

第
３
位
：
三
箇
、志
鳥

●
第
９
回
那
須
烏
山
市
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
交
流
大
会（
６
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
、緑
地
運
動

公
園
、烏
山
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
チ
ー
ム
荒
川　

▽
準
優
勝
：
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
下
境
・
小
原
沢
・
横
枕　

▽
第
３
位
：
Ｋ
＆

Ｋ
、志
鳥
・
川
井
連
合

●
第
８
回
関
東
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会（
６
月
30
日
㈰
、栃
木
県
南
体
育
館
）

﹇
小
学
６
年
女
子
組
手
﹈▽
第
３
位
：
荒
井
亜

美（
白
堊
会
空
手
道
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

深
谷
幸
祐
様（
宇
都
宮
市
）か
ら
１
万

円
、
匿
名
希
望
者
様
13
人
か
ら
計
20
万

４
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金

　

山
田
ぶ
ん
ぶ
ん
＆
倉
沢
大
樹　

母
の

日
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会（
藤
田
峰

子
代
表
）様
か
ら
９
万
８
０
１
円
が
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

〇
今
月
号
は
、表
紙
を
開
い
て
、

「
お
っ
！
」と
な
っ
た
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
そ
う
な
ん
で
す
、今
月
号
は
全
ペ
ー

ジ
が
カ
ラ
ー
印
刷
で
す
。今
年
の
山
あ
げ

祭
は
、例
年
に
な
く
晴
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

〇
梅
雨
明
け
が
例
年
よ
り
遅
れ
た
こ
と
に

加
え
、台
風
６
号
の
接
近
も
予
想
さ
れ
、一

時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

お
祭
り
が
始
ま
る
と
猛
暑
に
。私
が
作
っ

た
４
日
分
の「
て
る
て
る
坊
主
」が
効
い
た

の
か
も
!?
と
思
っ
た
の
で
す
が
、き
っ
と

鍛
冶
町
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、お
祭
り

に
関
わ
る
み
な
さ
ん
の
日
頃
の
行
い
が
良

い
か
ら
で
す
ね

〇
今
年
の
お
祭
り
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
が
そ
こ
ら
中
に
…
若
衆
さ
ん
に
よ
る

公
演
の
準
備
や
踊
り
子
さ
ん
の
迫
真
の
演

技
、み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
な
ど
、ど
れ

も
紙
面
に
載
せ
た
い
写
真
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、全
て
を
載
せ
ら
れ
る
わ
け

も
な
く
。掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
写
真
は

今
後
市
の
公
式Facebook

な
ど
で
公
開
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
!!

※
こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

　

７
月
号
12
ペ
ー
ジ
で
、「
瑞
宝
中

綬
章
」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
「
瑞

宝
小
綬
章
」
で
す
。
お
わ
び
し
訂
正

い
た
し
ま
す
。



安心な暮らしをサポート！
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★一般図書★
『「ひとりで頑張る自分」を休ませる本』

大嶋　信頼
『心。』　　　　　　 　　　稲盛　和夫
『青春１８きっぷで行こう１９～ ʼ ２０』

ＪＴＢパブリッシング
『リア王症候群（シンドローム）になら
ない』　　　 　　齋藤　孝

『はじめてのメルカリの使い方』
桑名　由美

『家康謀殺』　　　 　伊東　潤
『亥子ころころ』　 　西條　奈加
『百の夜は跳ねて』　 　古市　憲寿
『旧友再会』　　　 　重松　清

★児童図書★
『じぶんでよめるきょうりゅうずかん』

成美堂出版編集部
『なぜなに日本語もっと』 　関根　健一

『タコのターくんうみをでる』
内田　麟太郎

『きょうからトイレさん』 　片平　直樹
『きょうふのしりとり』 武田　美穂
『つるつるプール』　 　えぐち　よしこ
『生命のれきし』　 　キャサリン　バー
『エルファと思い出のはこ』

ミシェル　ベル
★DVD★

『僕の妻と結婚してください。』
三宅　喜重監督

『走れ！Ｔ校バスケット部』
古澤　健監督

『パパはわるものチャンピオン』
藤村　享平監督

『万引き家族』　 　　是枝　裕和監督
『ボヘミアン・ラプソディ』

ブライアン・シンガー監督

2019.7.1現在
（　）対前月比

人口 25,277（‒36）

世帯数 9,343

男 12,539
出生  7
転入  24

女 12,738
死亡  25
転出  42

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句

水
野　

信
一　

選

朝
刊
の
湿
り
て
届
き
額
の
花

佐
藤　

亮
子(　

旭　

)

生
ひ
茂
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ジオガイドの菅谷さん。
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生徒会に入ったきっかけは？
 ・  生徒会長／桐原倫太朗さん（３年）：学校に貢献した

いと思ったからです。
 ・  副会長／澤村朱桜さん（３年）：もともと人のために

何かをすることが好きだったからです。
 ・  手塚導徳さん（３年）：ただ学校生活を送るのはつま

らないと思い、学校の役に立ちたいと思ったし、そ
れを実現できる場が生徒会にあったからです。

　今月号では、烏山高等学校の学校行事の立役者、生
徒会を紹介します。役員のみなさんに生徒会に入っ
たきっかけや、行事の運営で工夫している点など、楽
しい行事を支える裏方の仕事についてインタビュー
しました。

８月３１日に行われる烏翔祭の準備で今忙しいと思いますが、多くの来場者に来
ていただくために、どのような工夫をしていきたいですか。
 ・  桐原さん：生徒会としては、写真映えするスポットを作ろうと計画しています。
 ・  澤村さん：本校のＨＰを活用したいですね。
 ・  手塚さん：那須烏山市の広報紙に掲載していただくとか。
最後に、烏山高校の生徒会のアピールポイントをお願いします。
 ・  桐原さん：やはり、生徒主体で企画・運営ができるところです。
 ・  澤村さん：役職も関係なく活動できるところです。
 ・  手塚さん：学年、性別関係なく全員が主体となって働いているところです。
　８月31日㈯に一般公開される烏翔祭では現在、生徒会が中心となって魅力あ
るイベントを準備中です。みなさん、ぜひ、お越しください！

烏山高校テニス部　２大会連続　県３位入賞！

左から澤村さん、桐原さん、手塚さん。


